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ディヤ・ハムカ大学（University of Muhammadiyah Prof. Dr. Hamka，以下「ハムカ大学」）（写真１）
との協働によって開講されている。それは，鳥取大学と同大学の 2013 年 9 月に鳥取大学によって学
術交流協定の締結が正式に承認されたことがきっかけである（仲野ほか 2013）。 
*鳥取大学地域学部地域政策学科（執筆担当箇所：1., 2., 4.） 
**鳥取大学地域学部地域文化学科（執筆担当箇所：3.） 
写真 1 ムハマディヤ・ハムカ大学（B キ
ャンパス）外観（2015 年 1 月 1日撮影） 
（本稿の写真はすべて筆者〔仲野〕撮影） 
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 今回のプログラムへの鳥取大学からの参加学生は 7 名だった（表 1）。その内訳は 2 年生が 3 名，
3 年生は 3 名，そして 4 年生が 1 名だった（学年は 2014 年度時点のもの）。学科別に見ると地域政
策学科が 1 名，地域文化学科が 6 名で，地域教育学科および地域環境学科からの参加者はなかった。





ハムカ大学からは 7 名の学生が参加した（表 2）。全員教育学部日本語教育学科の学生で，3 年生





  表 1 鳥取大学からの参加学生    表 2 ハムカ大学からの参加学生  
  所属 学年 性別  所属 学年 性別 
1 地域学部地域文化学科 2 女性 1 教育学部日本語教育学科 3 女性 
2 地域学部地域文化学科 2 女性 2 教育学部日本語教育学科 3 女性 
3 地域学部地域文化学科 2 女性 3 教育学部日本語教育学科 4 女性 
4 地域学部地域文化学科 3 女性 4 教育学部日本語教育学科 4 女性 
5 地域学部地域文化学科 3 女性 5 教育学部日本語教育学科 4 女性 
6 地域学部地域文化学科 3 女性 6 教育学部日本語教育学科 4 男性 




 本プログラムの行程は次の表 3 のとおりである。ここではその行程を記述するとともに，参加学
生たちがその時々にどのような経験をしたのかを本人たちのレポートを引用しながら概観していく。 
 
表 3 インドネシアプログラム行程 
日 付 活 動 内 容 
2014/03/13(木) 12:45 鳥取空港発（NH296） 13:55 羽田空港着 成田空港へ移動（成田泊） 









3/20(木) セミナー「Social Change and Language（社会変動と言語）」（ハムカ大学） 
3/21(金) ジャカルタ市内のエクスカーション（独立宣言文起草博物館，イスティクラル・
モスク，Kampung Bandan，Gandaria City ショッピングモールなど） 
3/22(土) ムハマディヤ第 5 小学校訪問，ハムカ大学教員宅訪問 
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3/23(日) プログラムの反省会 21:30 ジャカルタ（スカルノ‐ハッタ）空港発（NH938） 
3/24(月) 06:50 成田空港着 10:45 羽田空港発（NH295） 12:05 鳥取空港着 
 





3 月 13 日～14 日 
3月 13日の昼に鳥取空港を出発し羽田空港に到着した。引き続き成田空港付近のホテルに移動し，
その日はそこに宿泊した。 






























































3 月 16 日 





写真 3 パダン式の結婚式（2014 年 3 月 15 日
撮影） 









































写真 4 カンプン・ナガ村を歩く（2014 年 3











































（2014 年 3 月 17 日撮影） 











































写真 6 宗教学校の学生たちと談笑（2014 年 3











3 月 18 日～19 日 
 翌 18 日はガルットの中心市街地を散策したあ










ちをそれぞれ 3 グループに分けて 1 グループにつ


















（2014 年 3 月 19 日撮影） 







3 月 20 日 






3 月 21 日 
 3月 21日はジャカルタ市内のエクスカーション
を実施した。訪れた場所は独立宣言文起草博物館















3 月 22 日 









ぶ（2014 年 3 月 21 日撮影） 
写真9 独立宣言文起草博物館にて説明を受ける












































共有している様子（2014 年 3 月 23 日撮影） 
写真 12 空港にて別れを惜しむ学生たち（2014
年 3 月 23 日撮影） 











































































とえば平成 26 年度の全学部入学者のうち，鳥取県外出身者が占める割合は約 84%であった），地域
学部在学者においても一人暮らしの下宿生が多数を占める。ゆえに多くの学生が家族・親族等との
血縁から離れる傾向にあることも，対人的なネットワークの希薄さを助長している可能性を指摘で
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 本稿の資料として，このプログラムに参加した鳥取大学地域学部の 7 名の学生たちが帰国後の





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































円陣を組んだ。「chibi chibi chibi a a a a ah~」という掛け声のもと，体を揺らし，手を高く上げた。

















































































































































































































































































































































































































































































































































(2015 年 1 月 30 日受付，2015 年 2 月 4 日受理) 
 
